
高 flI1

③ 
主主養をだかめ楽しく生活できる平和な町にいだしましよう。(今金町民憲章〉



特
に
キ
タ
ヒ
カ
リ
町
打
撃
が
大
き
く
楳

刻
で
あ
り
、
地
元
付
加
と
し
て
限
度
で

あ
る
こ
と
か
ら
民
刷
低
利
円
資
金
導

入
に
ご
配
地
願
い
た
い
。

渡
辺
二
郎
さ
ん
か
ら
「
農
地
流
動
化

の
促
進
に
よ
る
農
地
銀
行
(
仮
称
)
創

設
に
つ
い
て
ヘ
民
業
近
代
化
は
、
至
上

品
川
叫
て
あ
り
ま
す
が
雌
践
す
る
に
し

て
も
土
地
光
却
が
問
削
と
な
り
ま
す
.

次
代
を
相
、
ヲ
後
継
占
に
お
い
て
も
土

地
仙
栴
の
尚
障
に
よ
る
流
動
化
が
阻
占

さ
れ
こ
れ
が
促
進
す
る
五
法
と
し
て

牒
地
銀
行
{
似
林
)的
主
も
の
を
削
設

制
度
化

L
促
進
し
て
ほ
し
い
.

血
げ
議
綱
義
8
ん
か
ら
「
林
難
事
揖
振

4
44
宵
対
策
に
つ
い
て
」
、
車
林
資
酬
の
蛸
甑

的
に
削
克
促
進
す
る
た
め
向
山
林
所
有

名
と
分
収
契
約
的
特
別
措
世
且
び
道
と

し
て
、
公
制
時
中
町
設
抗
に
よ
リ
骨
収
地

林
を
仰
過
す
る
也
ど
抜
本
的
地
策
を
嬰

虫
し
た
い
。

高
橋
政
干
さ
ん
か
ら
「
楢
山
婦
人
教

育
推
進
の
た
め
の
掃
人
研
悟
会
館
の
建

肢
に
つ
い
て
』
、
村
会
科
済
的
進
展
に
作

い
婦
人
的
役
捌
は
械
的
て
虫
裂
で
あ

リ
こ
の
た
め
、
自
内
に
は
婦
人
的
研

修
地
設
が
な
い
の
で
広
雄
的
活
用
に
な

る
こ
と
か
ら
品
川
山
を
民
望
し
た
い
.

湯
浅
秀
夫
さ
ん
か
ら
「
身
体
障
害
者

の
授
産
施
設
亙
び
盲
ろ
う
あ
児
施
設
に

つ
し
て
へ
崎
山
管
内
は
陣
耳
忠
告
が
多
く
、

企
業
に
服
附
す
る
こ
と
が
阿
雌
主
人
述

移動知事室の開催についてあいさつを
する堂垣内知事

J
'
 

似
刊
誌
い
は
祈
願
祭

英
利
河

F
ム
本
体
工
恨
清
エ
に
さ
き

が
け
て
祈
願
然
、
悦
抗
全
が
ト

一
月

十
二
日
に
足
利
河
に
お
い
て
怖
さ
れ
ま

し
た
。

後
芭
判
別
川
は
、
長
利
河
か
ら
は
じ

ま
り
日
本
棋
に
注
〈

-
組
河
川
で
ゐ

り
ま
す
.
流
域
州
印
刷
じ
ニ
O
千
万
川口
、

流
路
延
長
一

H
O
J
を
布

L
、
沿
印
一

昨
は
、
今
金
町
町
歴
史
は
占
く
、
咋
比
ぷ

イ

一
年
頃
何
日
光
市
胤
閉
山
田
北
川
砂
金

採
出
が
肪
ま
り
と
な
り
‘
本
栴
的
に
は

明
治
末
期
か
句
昭
和
初
期
に
か
け
聞
叫

が
進
み
、
辺
南
町
優
良
な
農
耕
地
と
し

て
発
展
を
続
け
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
河
川
町
改
修
は
昭
和
初
則
的

相
次
ぐ
い
〈
供
水
を
契
機
に
し
て
、
接
品

工
事
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
き
た
と
こ

ろ
で
す
.

昭
相
四
十
凶
年
に
一
組
河
川
に
指
定

を
受
け
、
的
水
計
耐
の
み
な
お
し
に
よ

り
後
ぷ
利
別
川
水
系
工
事
的
正
本
計
阿

が
決
定
的
迎
び
と
な
り
、
干
備
訓
在
が

開
舶
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
五
ト
年
度
に
実
施
川
問
調
在
が
、

昭
和
五

1
同
年
度
か
ら
組
設
に
消
工
、

用

地

取

得

京

um
の
格
転
な
ど
が
実
地

さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
.

ダ
ム
同
本
体
工
が
は
今
年
度
泊
工

L
、
昭
和
六
ト
二
年
度
完
成
を
目
途
に

地
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
ダ
ム
円
引

式
は
道
内
で
も
珍
し
い
動
力
式
コ
ン

ク
リ
ー
ト
と
ロ

y
ク
フ
ィ
ル
の
複
A
H
型

で
.
コ
ン
ク
リ
ト
部
は

.
F
ム
の
合

思
化
施
工
を
日
的
と

L
.
コ
ン
ク
リ

ト
ダ
ム
町
田
引
牢
性
に
フ
ィ
ル
ダ
ム
同
地

工
性
を
加
え
た
、

R

C

口、

工
法

初
の
移
動
知
事
室

時
副
知
事
出
L

は
知
事
が
白
川
山
町
内

を
直
按
聞
き
こ
れ
を
道
政
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
に
聞
か
れ
て
お
り
ま

す
.
十

一
月
ト

一
日
今
金
町
で
初
め
て

が
い
る
こ
と
峨
並
を
あ
た
え
向
泊
す

る
こ
と
が
盟
ま
れ
る
a
百
ろ
う
あ
児
地

設
に

つ
い
て
も
川
綿
、
生
前
桁
樽
や
刷

業
訓
糾
を
受
け
る
地
設
に
つ
い
て
も
ご

配
慮
闘
い
た
い
。

議
村
徳
蔵
さ
ん
か
ら
「
主
斤
行
政
区

域
の
変
更
に
つ
い
て
ヘ

北
出
道
拓
殖
時

代
よ
り
雌
甲
府
し
脱
'
仰
に
去

っ
て
い
る
が

時
代
的
変
せ
ん
と
と
も
に
、
そ
の
態
械

も
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
位
民
の
利

艇
の
た
め
に
も
改
普
す
る
必
要
が
あ
る
。

河
村
昭
夫
さ
ん
か
ら
「観
光
開
発
の
た

め
持
場
山
系
、
メ
ン
プ
岳
の
遊
歩
道
開

設
に
つ
い
て
ヘ
迎
休
二
U
制
.
者
働
時

間
的
短
縮
に
よ
り
余
暇
時
川
町
増
大
に

伴
い
、
観
光
、
レ
ク
り
エ

l
y
ョ
ン
等

地
成
を
明
進
す
る
施
設
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
円
然
m
M
観
且
び
地
崎
町
特
性
を

活
か
し
た
メ
y

プ
岳
町
遊
歩
道
野

JL
場
、
休
血
合
町
中
場
非
同
盟
備
に

つ
い
て
Mm極
的
に
相
逃
し
て
ほ
し
い
。

伴
常
雄
さ
ん
か
ら
「
国
鉄
瀬
棚
線

の
存
続
に
つ
い
て
」
、

北
部
楠
山
内
産
業

経
済
、
文
化
、
耐
祉
の
大
動
脈
と
し
て

H
献
さ
れ
て
い
る
が
、
凶
鉄
川
円
位
向
拙

刊
吋
組
と
し
て
、
第
二
止
廃
品
同
組
川

阿
に
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
特
に
、
統
A
U

円
高
等
学
校
も
あ
り

通

学
不
可
能
立

地
域
と
主
り
、
父
比
町
佐
賀
14u
m
m
U
さ

札
ま
す
。
地
域
住
民
を
挙
げ
て
反
対
し

て
い
る
町
で
知
併
の
柿
別
な
る
ζ
配
慮

を
脳
り
た
い
。

以
上
町
立
見
や
要
望
が
あ
り
ま
し
九

こ
れ
等
に
吋
し
、
立
垣
内
知
市
V
か」勺

聞
か
札
た
も
の
で
あ
り
、
地
域

U
M凡
打

一-7
1
一二
名
町
中
か
ら
、
時
間
的
凶
係
上
、

九
人
が
住
民
的
代
表
と
し
て
、
意
見
や

加
古
望
を
述
べ
ま
し
た
.

ロ
ー
カ
ル
川
輔
の
廃
止
問
題
に
つ
い
て
は
、

絶
対
恒
対
を
巾
し
上
げ
て
い
る
.
内
出草

川
凶
に
つ
い
て
は
点
北
と
ち
が
い
北

小
川
辺
町
場
合
は
叩

E
m事
で
あ
る
こ
と

を
股
林
大
院
に
も
申
し
上
げ
て
お
り

水
田
再
編
に
作
い
畑
作
機
械
が

4
裂
と

な
り
川
世
を
つ
く

っ
て
し
ま

1
政
策

的
に
も
わ
け
る
べ
き
で
あ
り
制
作
比

抗
と
は

っ
き
り
し
て
ほ
し
い
.
最
近
、

県
林
古
に
北
海
道
路
業
対
策
室
を
設
け
、

道
か
ら
帆

μを
祇
遣
し
‘
北
海
辺
町
内
刷

業
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
同
叫
ん
N

杭
仏
、

明
る
い
内
H
E
県
民
的
方
向
を
協
議
し

て
お
り
ま
す
。

水
田
向
的
資
金
制
度
に
つ
い
て
は
新

た
な
も
の
は
縦
し
く
、
時
川
市
川
町
実
態
に

即
し
た
A
V
則
的
な
資
金
辺
川
を
し
て
は

し
い
.

ン
ス
ト
セ
ン
チ

ュ
ウ
に
つ
い
て

も
心
配
を
か
け
な
い
よ
、
ヲ
に
し
た
い
。

民
地
取
件
資
世
に

つ
い
て
は
幹
力
し

ま
す
.
三
年
辿
松
町
凶
作
で
あ
る
が

全
道
的
に
は
収
作
で
あ
り
ま
す
。

天
災
資
金
的
嬰
山
を
し
て
お
り
近
日

中
に
発
表
、
民
地
流
動
化
的
促
進
に
つ

い
て
は
吋
初
三
ト
五
億
円
で
あ

っ
た

が
凶

l
k
惚
刊
に
枠
を
制
大
し
て
お
り

ま
す
.

林
産
業
的
拡
大
に
つ
い
て
は
、
木
村

を
利
即
す
る
よ
ヲ
進
め
て
い
る
。
民
有

林
専
‘
林
監
資
金
的
緩
和
.
償
泣
則
阪

の
延
長
.
三
十
五
年
を
五

1
勾
に
、
海

林
基
金
、
泣
林
、
保
育
等
町
実
現
に
む

け
て
努
力
し
た
い
a

雄
辺
さ
ん
の
件
に
つ
い
て
は
、
改
叩
叩
M

a 

ー

を
採
用
さ
れ
た
も
の
で
す
。
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堤
前
長
は
、

一
‘
四
λ
O
H州
、
内
コ

一ノ
ク
リ

l
卜
部
九

一
O
U

ロ
y
ク
フ

ィ
ル
部
五
七

O
H刷
、
同
水
而
柿

一
.
八

五
平
方
的
、
総
貯
水
容
量
一
、
八

O
O

立
方
じ
の
施
設
と
な
り
ま
す
。

尖
利
河
グ
ム
瓦
成
に
よ
っ
て
、
洪
水

調
格
‘
流
水
町
正
常
な
機
能
町
帥
持

か
ん
が
い
用
水
町
確
保
、
燥
用
地
開
発

事
業
や
、
土
地
改
良
事
業
の
実
地
が
推

進
さ
れ
る
と
と
も
に
、
ピ
リ
カ
発
屯
所

何
処
設
に
よ
っ
て、

問
、
O
O
O
J門

的
党
喧
が
さ
れ
る
な
ど
多
目
的

F
ム
と

し
て
誕
生
、
昭
和
五
十
四
年
度
か
ら
の

持
転
制
似
非
を
古
め
て
、
総
事
車
問
二

三

O
低
阿
を
も
っ
て
山
山
政
工
作'
が
ス
タ

ー
ト
す
る
ニ
と
に
な
り
ま
し
た
.

そ
的
他
、
関
連
し
て
町
単
独
占
中
主
計

画
に
つ
い
て
は
、
広
報
十
月
号
に
叫
脱

し
た
よ
う
主
こ
と
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
.村

本
光
夫
さ
ん
か
ら
「
三
年
連
続
の

凶
作
に
伴
う
農
家
負
情
整
理
対
策
に
つ

い
て
』
、
白
仙
同
県
脱
が

一
千
万
円
に
も

述
し
て
い
る
。
政
協
同
プ
ロ
パ
十

五
%
の
向
車
で
あ
り
こ
の
ま
ま
で
は
民

家
が
経
日
を
政
棄
せ
ざ
る
を
伴
な
い
杭

況
下
に
あ
る
こ
と
.
長
期
で
し
か
も
低

利
的
資
全
将
人

A
U枠
内
拡
大
対
策
を

推
進
し
て
ほ
し
い
.

大
場
功
さ
ん
か
ら
は
、
「
水
稲
冷
害

対
策
に
つ
い
て
」
、
三
年
連
続
的
市
告
、

に
努
力
し
た
い
。

州
人
文
化
全
侃
に
つ
い
て
は
納
入

町
地
位
向
と
に
も
良
い
こ
と
で
あ
り
.

楠
山
地
域
に
も
作
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
ど
こ
に
決
め
る
か
が
問
題
で
、
支

庁
と
協
議
し
て
ほ
し
い
.

一制祉
問
姐
に
つ
い
て
は
、

町
に
補
助

し
て
ま
い
り
た
い
.

支
庁
同
行
政
区
域
に
つ
い
て
は
、
道

南
町
史
跡
を
生
か
し
た
い
。

メ
y
プ
丘
山
遊
歩
道
に
つ
い
て
は
、
レ

ク
と
し
て
も
必
裂
で
あ
り
町
日
場
に

つ
い
て
は
、
ダ
ム
関
連
に
も
で
て
い
た

が
メ
ソ
プ
岳
町
遊
歩
に
つ
い
て
町
と
も

相
談
し
た

い
.
と
以
上
概
裂
で
す
が
述

べ
て
お
り
ま
し
た
.

みんなで明るいお正月を
歳未たすけあいに皆僚のあたたか

きご協力をお願いします。
期間12月 1巴-12月20日まで
56年度1<>:、880，079円の義鐙金を

いただきありがとうございました。
受入窓口社会福祉協議会

(3 ) 



体力づくり公開研究発表会

零時専業家主連安
3ヶ年の実績

今
金
小
学
校
に
お
い
て
、
十

H
八
日

に
公
開
発
表
会
が
悩
さ
れ
ま
し
た
.

昭
和
五
十
五
年
度
に
文
部
古
向
指
定

を
受
け
、
体
力
づ
く
り
の
推
進
校
と
主

り、

『
一
人
ひ
と
り
に
確
か
な
体
力
を
」、

自
分
肉
体
力
を
知
り
、
工
夫
し
な
が
勺

楽
し
く
体
力
づ
く
り
に
と
り
組
む
子
供

向
育
成
を
目
指
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
.

今
年
度
が
批
終
年
止
の
三
ヶ
年
日
を

む
か
え
、
似
し
の
運
び
と
立
っ
た
も
の

で
す
.

今
小
体
棋
を
つ
〈
り
、
問
幸
町
代
点

的
主
ス
ポ

l
y
を
桝
成

L
、
存
は

「
連

動
会
」
、
夏
は

「
水
陣
」
.
棋
は
「
ポ
l
ル

競
技
、
ア
ス
レ
チ
y
ク
利
用
」
、
冬
は
「
ス

キ
l
」
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
.
結
県

を
み
る
と
運
動
能
力
に
つ
い
て
は
「
走

功
労
、
善
行
表
彰
式

町
勢
発
展
に
功
献
く
だ
さ
い
ま
し
た

方
々
に
対

L
、
表
幹
式
が
十
一
月
三
日

文
化
の
日
に
.
町
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
催
さ
れ
た
も
円
で
す
.

こ
れ
は
‘
町
の
表
幹
条
例
に
も
と
づ

き
表
幹
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
.

理
委
只
三
期
十
二
年
間
、
昭
相
四
十
九

年
か
ら
今
金
町
公
平
委
只
五
年
、
さ
ら

に
町
国
保
巡
官
協
議
会
委
貝
を
歴
任
す

る
な
ど
、
今
金
町
町
発
展
は
も
と
よ
り

地
方
自
治
的
撮
興
に
舟
与
さ
れ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。

功
労
表
彰

品
げ
蔵
一
治
氏

で
ハ
ト
六
歳
)
金

辻

(じ
ト

一
成
)
本

附
和
二

1
二
年
か
ら
今
金
町
議
会
演

μ
一
則
山
年
、
附
和
問
J
l

一二
年
か
ら
今

金
町
教
行
委
日
ド
就
任
問
則
十
四
年
間

王里
氏

IIIf 

昭
相
三
卜
二
年
か
ら
今
金
町
選
準
廿

功労、善行表彰風景

力
走
り
幅
と
ひ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投

げ
、
斜
め
懸
垂
腕
刷
仲
、
ジ
グ
ザ
グ
ド

リ
ブ
ル
、
迎
続
さ
か
上
が
り
」.
体
力
に

つ
い
て
は
「
敏
し
よ
う
性
瞬
発
力

筋
力
、
柔
軟
性
、
持
久
力
」。
体
位
削
に

つ
い
て
は

「
」
と
り
す
き
等
が
全
校
同

十
五
%
で
あ
っ
た
も
の
が
三
ヵ
年
目
で

は、

一
%
の
械
を
示
し
て
い
る
勺

総
体
的
に
礼
る
と
、
全
凶
平
均
に
速

し
そ
同
州
日
に
よ
っ
て
は
全
国
平

均
を
じ
回

勺
て
い
る
こ
と
の
成
法
制
刊

が
あ
り
ま
し
た
.

先ん可
白か
ら
こ
れ
を
機
会
に
拙
献
し

「楽
し
い
主
か
で
が
ん
ば
る
た
く
ま

し
さ
を
行
て
、
や
り
と
げ
る
在
ぴ
も
教

え
た
い
U

と
印
し
て
お
り
ま
し
た
。

講
師

別
部
川
毅
彦
氏
を
招
き

そ
の
後
排
出
が
あ
り
講
師
と
し
て
、

口
町
時
解
説
者
で
あ
り
ま
す
別
所

殺
彦
氏
を
初
き
、
『
こ
の
道

一
筋
に
」
M
H

州
は
か
な
心
と
た
く
ま
し
い
体
力
づ
〈
り

M
H

と
姐
し
て

一
時
川
凶
卜
分
に
わ
た
り

消
却
が
あ
り
、
体
力
づ
く
り、

ス
ポ

l

y
向
指
叫
に
つ
い
て
は
、
日
か
ら
が
経

験
的
土
に
立

っ
て
指
導
す
る
こ
と
が
恥

過
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
反
省
的
制
神

に
も
と
づ
き
、
倫
理
感
、
先
見
法
を
身

に
つ
け
自
己
を
研
さ
ん
す
る
こ
と
で
あ

り
、
能
力
的
限
界
に
挑
戦
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、

そ
の
行
動
力
に
白
日
が
生
ま

れ
る
。

に
わ
た
り
今
金
町
発
展
、
地
五
円
前
向

振
興
に
市
与
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
.

清
水
健
生
氏

で
ハ
十

一
此
)
柿

、
昭
和
二
十
六
年
か
ら
今
金
町
議
会
議

員
二
期
八
年
間
昭
和
三
十
二
年
か
ら

二
年
間
町
内
刷
業
委
員
会
長
、
さ
ら
に
昭

和
四
十
六
年
民
主
委
只
に
就
任
し
、
昭

和
四
十
七
年
か
ら
町
内肱
草
委
員
会
長
に

十
年
等
、
今
金
町
発
展
、
地
方
自
前
向

振
興
に
寄
与
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
.

原

議
H

行
表
彰

杉
本
省
吾
氏

(
七
↓
山
政
)
今

多
年
に
わ
た
り
ぷ
術
文
化
‘
郷
土
史

人
生
町
ポ
イ
ン
ト
は
、
フ
ァ
イ
ト
で

あ
り
、
融
山
門
す
主
わ
ち
け
柄
本
に
か
え
る

こ
と
、
熱
い
心
、
組
凶
主
心
、
本
山
辺
町

霊
、
人
間
的
な
J
れ
あ
い
が
午
♂ま
れ
、

こ
れ
が
倫
理
感
に
つ
な
が

っ
て
く
る
こ

と
で
あ
る
。

人
間
的
思
品
と
は

「
た
ま
し
い

」
で

あ
り
、
人
間
と
は

「物
体
」
か
ら
で
き

て
い
る
.
心
は
栴
肌
刊
で
あ
り
仕
下

に
対
す
る
州
制
作
で
も
制
品
川
が

E
け
れ
ば

な
ら
主
い
ニ
と
体
力
が
な
け
れ
ば
な

ら
む
い
こ
と
で
あ
る
.

人
間
は
、
必
念
か

」ワ
此
伝
っ
て
お
り

木
に
例
え
る
な
ら
ば
、
叫
す
主
わ
ち
心

で
あ
る
.
先
生
と
は
指
導
円
で
あ
り

士
防
で
あ
リ
、
水
で
あ
り
ま
す
。

労
働
本

H
、
利
神
辛
仕
す
る
こ
と
に

よ
り
木
が
仲
び
制
カ
仲
び
、
丈
夫
主

木
が
育
つ
の
で
は
な
い
か
。
点
的
要
求

が
む
け
れ
ば
、
点
的
ド
を
判
る
こ
と
が

で
き
な
い
a

魂
の
'
川

k
を
図
る
に
は
、

点
を
つ
〈
し
、
指
川
村
に
あ
た

っ
て
ほ
し

い
と
話
し
て
お
り
ま
し
た
。

体
力
づ
く
り
も
楽
し
く

研
究
専
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
、
今
最
町

文
化
協
会
長
今
金
町
地
域
大
ザ
学
民

主
ど
町
田
任
、
町
町
公
雄
市
下
車
に
此
、
力
さ

れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
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小
地
種

一
氏

(
七
十
三
歳
)
今

酬
明
前
噛
後
を
通
じ
多
年
に
わ
た
り

町
内
会
長
と
し
て
町
内
会
長
内
育
成
発

展
に
寄
与
さ
れ
、
今
金
町
部
落
町
内
辿

合
会
長
‘
体
育
協
会
役
只
な
ど
歴
任
し
、

町
の
公
益
事
業
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
.

白
石
光
喜
氏

(
六
十
八
成
)
今

金

多
年
に
わ
た
り
編
制
に
寄
与
さ
れ
、

民
生
児
草
書

H
、
担
金
一
出
制
協
活
会
民
、

宝
辿
安
全
指
導
以
な
ど
鹿
住
‘

町
の
公

雄
市
中
盤
に
尽
力
さ
札
た
こ
と
に
よ
る
も

祉
会
自
主
を
ぬ
ぎ
し

τ

槍
山
管
内
心
身
障
害
児
教
育
研
究
会

今
金
光
町
単
学
園
、
今
金
小
学
校
、

今
金
中
学
校
に
お
い
て
、
十
一
月
十

一

日
十
二
日
向
両
日
に
わ
た
り
、
心
身
障

害
児
円
相
会
山
立
を
め
ざ
し
て
、
レ
身

附
h
K
M

川
ん
円
可
能
性
を
仲
ば
す
た
め
の
指

持
法
を
研
究
し
、
れ
内
心
身
附
部
児
教

育
的
充
尖
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
さ
れ
‘
心
身
郎
市
山
川如
何
よ
り
よ
い
発

注
を
保
障
す
る
数
行
を
ど
の
よ
う
に
計

画
し
、
尖
践
す
る
か
の
た
め
に
公
開
綬

業
研
究
全
が
悩
さ
れ
た
も
の
で
す
。

光
町
虫
学
問
で
は
、
「
今
金
ひ
か
り
太

雌
」
を
凶
村
と
し
て
設
定
、
日
本
古
来

の
伝
統
的
な
打
曜
帆
師
、
そ
の
轡
き
に
よ

り
人
間
的
心
を
聞
き
.
w
廿
怒
哀
鼎
を
紫

直
に
表
現
し
、
生
活
的
リ
ズ
ム
化
に
つ

主
ぎ
‘
地
域
社
会
と
の
交
流
を
深
め
る

こ
と
‘
凶
生
肉
欲
求
不
尚
、
劣
等
感

心
の
ゆ
が
み
を
桝
消
さ
せ
泣
か
な
心

と
自
己
実
現
を
助
長
し
集
団
内
一
只
と

E圃a
( 4 ) 

農
林
水
産
大
臣

か
ら
感
謝
状

「
統
計
向
日
」十
月
+
凡
日
函
館

統
計
約
報
事
務
所
に
お
い
て
、
近

雌
利
光
さ
ん

(針
金
)
が
十
ヵ
年

間
に
わ
た
り
農
家
経
済
調
宜
民
と

し
て
、
函
館
統
計
情
報
事
務
所
北

柏
山
山
川
刷
所
に
お
い
て
.
安
蝉
優

さ
ん

(神
丘
)
が
b
ヵ
年
間
に
わ

た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
功
献
さ
れ
た
こ

と
に
対

L

牒
林
水
路
L
A
佳
か
ら

感
謝
状
と
必
念
岡
山
が
附
ら
れ
た
も

の
で
す
.

こ
の
調
査
は
牒
家
佐
官
に
要

す
る
諸
経
費
を
記
帳
報
告
、
経
費

を
分
析
、
凶
が
調
査
し
て
い
る
も

の
で
あ
り
ま
す
.

の
で
あ
り
ま
す
.

大
童
行
雄
氏

(
六
十
八
成
)
今

金

金

多
年
に
わ
た
り
剖
会
福
制
活
動
に
点

献
さ
札
、
保
品
川
今
金
問
手
を
つ
な

ぐ
械
の
会
々
長
、
遺
族
会
々
長
、
今
金

町
部
部
町
内
述
合
会
長
な
ど
歴
任
、
町

内
公
益
弔
主
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
.

情
藤
ト
ミ
ノ
氏
一
六
十
五
歳
)
今
金

金

多
年
に
わ
た
り
剖
会
奉
仕
活
動
に
貢

献
さ
れ
、
保
護
司
光
同
盟
理
事
、
日

亦
阜
仕
団
委
只
民
主
ど
臆
任
、
町
内
公

益
市
中
盤
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
.

( 5 ) 



し
て
の
協
側
性
社
会
性
、
知
党
感

覚
、
運
動
機
能
的
発
達
促
進
の
一
助
と

し
て
お
こ
な
わ
れ
た
も
円
で
す
.

今
金
小
学
校
で
は
「
お
め
ん
を
つ
く

ろ
う
、
抵
の
変
身
し
を
題
材
と
し
て

紙
を
切
り
、
作
る
こ
と
に
忍
び
と
誕
し

さ
を
知
り
吋
屯
主
動
物
や
昆
虫
主
ど

の
而
を
作
り
、
自
分
で
作
っ
た
お
面
に

自
信
と
満
足
感
を
も
た
せ
る
こ
と
‘
創

由
工
夫
を
だ
い
じ
に
し
、

伸
び
伸
び
と

自
己
の
表
現
が
で
き
る
よ
う
に
と
お
こ

な
わ
れ
ま
し
た

g

今
金
中
学
校
で
は
.
「
山
町
ぽ
り
人
形
」

を
姐
材
に
、

中
学
校
内
場
A
H
は

卒

業

し
て
社
会
生
活
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら

身
近
な
関
心
的
あ
る
素
材
を
取
り
上
げ
、

説
明
文
を
正
し
く
読
み
取
る
力
を
つ
け
、

仕
上
げ
る
点
び
を
知
る
こ
と
に
配
慮
し

て
設
定
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。

児
章
生
徒
、
凶
生
も
楽
し
み
な
が
ら

懸
命
に
や
っ
て
お
り
ま
し
た
。

( 6) 

ro勘と』勘』

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
か
ら
也
按
光
町

虫
学
凶
に
米
附
さ
れ
.
お
護
姉
さ
ん
と
し

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
さ
れ
て
お
り
ま

す
、
マ
イ
ヤ

l

ス
ザ
ン
ナ
ー
さ
ん
二
十

三
ほ
ス
イ
ス
生
は
、
削
H
K
柴
特
さ
ん
毛
に
、

十
H
一
一
十
五
日
か
ら
五
十
八
年
九
月
ま
で
在

住
さ
れ
る
干
定
に
な

っ
て
い
る
そ
う
で
す
.

光
の
虫
学
問
に
こ
う
し
た
人
が
こ
ら
れ

る
の
は
、
二
人

M
と
か
、
フ
ラ
ン
ス
語
と

ド
イ
ソ
話
し
か
話
せ
な
〈

「
日
本
一
請
が
チ

ヨ
ッ
ト
だ
け
」
と
の
こ
と
、
大
変
な
よ
う

で
す
.

光の里学園に来園されだ
マイヤー・スザンナーさん

国
は
、

昭
和
三
十
八
年
以
降
毎
年
国

民
同
健
康
に
対
す
る
草
市
調
査
を
行
な

っ
て

い
ま
す
.
今
回
は
m
m
和
五
十
五
年

の
結
来
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ω健
康
感

日
分
同
地
版
状
態
を

「
中
?
っ
」
と

答
え
た
唱
は
‘
五
十
三

%
で
最
も
多
〈

次
い
で

「
健
康
で
あ
る
」
三
十
三

・

六
%
‘
「
他
牒
で
な
い
」
十
一

・
八
%
で

あ
る
.
判
別
に
み
る
と
、

川町
は
立
に
比

べ
「
健
康
で
あ
る
」
が
多
い
.

ω自
覚
症
状

一ヶ
月
間
肉
体
内
具
A
H
を
自
覚
症
状

に
つ
い
て
み
る
と
、
自
党
症
状
全
く
「な

し
L

と
答
え
た
者
、
男
二
十
一一一
・
三
%
、

主
十
七
七
%
で

.m年
附
に
な
る
に

従
っ
て
自
党
症
状
「
な
し
」
が
械
金
し
、

自
党
症
状
円
個
数
が
楠
加
し
て
〈
る
.

観
矧
別
に
み
る
と
、
男
女
と
も

「疲

れ
た
と
感
ず
る
こ
と
が
多
い
」「
こ
ま
か

い
こ
と
が
気
に
主
る
し
な
ど
が
多
〈
出

現
し
て
い
る
。

ω睡
眠
時
間
と
健
康

一
目
的
睡
眠
時
間
は、

出
は

「
七
1

八
時
間
」が
最
も
多
〈
三
十
七
・
七
%
、

女
は
「
六

1
七
時
川
」
が
れ胤も
多
く
三

十
七
%
で
.
女
同
睡
雌
時
間
は
却
に
比

べ
短
く
な
っ
て
い
る
・

睡
眠
時
間
と
健
康
感
と
の
関
連
を
み

る
と
図
の
よ
う
に
1

健
康
で
な
い
L

者

は
「
位
肢
で
あ
る
」
者
に
比
べ
て
守
五
時

川
未
満
」
と
「
八
時
間
以
上
」
内
川
A
H

が
多
く
、
一
万
「
健
康
で
あ
る
」
者
は
、

「六

t
七
時
間
」「七

t
八
時
間
L

の
割

合
が
多
い
。

体
協
お
周
年
記
念

-
豊
寿
園
か
ら
の

お
知
ら
せ

盟
耳
固
で
は
、
在
宅
、
ネ
タ
キ
リ
主

人
に
入
浴
サ
ピ
ス
を
い
た
し
ま
す
.

0
入

浴

日

は

、

制

週

火

令

附
H

O
入
浴
時
間
は
、
午
後
三
時
前
後
ま

で
に
米
幽
さ
れ
る
こ
と
。

川
山
町
開
的
状
況
と
蝕
版

現
在
鴨
煙
し
て
い
る
者
は
、
出
六
十

七

一
%
女
十
一
六
%
で
、
「
今
は

や
め
て
い
る
が
以
前
は
岨
っ
て

い
た
」

ιは
見
十
二

一

%

、
女
二

一

%

で

あ
る
@
昭
和
凶
十
一
年
に
比
べ
、
引
は

全
年
齢
階
級
を
通
じ
て
蹴
h
y
L
、
立
は

中
山
年
肘
で
は
減
少
し
て
い
る
が
、
五

年
層
で
哨
加
し
て
い
る
.

山
町
煙
指
数
(
「
一
日
あ
た
り
の
明
煙
本

数
×
担
岨
周
年
数
」
)
別
に
位
脱
岐
を
み
る

健康感別にみた睡眠時聞の状況

。%20406080 伺
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図 4

総

と
、
出
で
は
指
数
が
向
く
な
る
に
従
っ

て
寸
健
康
で
な
い
」
が
楠
加
す
る
傾
向

が
み
ら
れ
る
。
ま
た
明
煙
指
数
と
自
覚

症
状
と
の
川
間
連
で
は
.
川
内
は
指
数
が
向

く
な
る
に
従
い
「
動
悼
平
息
切
れ
し
寸
班

や
岐
」
町
出
現
牢
が
向
く
、
女
で
は
「
棋

や
岨
」
が
向
車
に
な
っ
て
い
る
.

ω健
康
維
持
法

自
分
の
健
康
の
た
め
に
普
段
何
か
を

し
て
い
る
唱
は
七
十
五
七
%
で
、
そ

の
内
谷
を
み
る
と
、
却
で
は
「
雌
限
を

十
分
に
と
る
よ
う
に
し
て
い
る
」
「
立
事

に
気
を
配

っ
て

い
る
¥
ス
ポ

l
ソ
、
そ

の
他
適
当
な
運
動
を
し
て
い
る
」
が
ま

な
位
成
法
と
し
て
あ
げ
ら
れ
、
立
は
「食

事
に
気
を
配

っ
て

い
る
」寸睡
眠
を
十
分

。
送
迎
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
家
族

同
伴
す
る
こ
と
。

。
山
日
時
さ
ん
が
協
力
し
て
〈
れ
ま
す
0

0
4望
が
あ
れ
ば
入
浴
後
的
空
ベ
ン

ト
の
休
憩
利
用
も
可
能
で
す
.

。
指
'
4
u
的
人
的
人
以
は

ニ
1
三

名
利
皮
で
す
の
で

お
問
い
合
わ
せ
、
申
し
込
み
は
、

役
場
内
社
全
州
側
協
議
会
事
務
川

図
六
憶
康
維
持
法
の
年
主
推
移

(
昭
和
四
十
五
、
五
十
、
五
+
五
年
)

% 
回一

何 τ
も、

'. しい

そ

の

他

a

a

 

ぬ

と

に

ム
む
の
む
ら

し

t
二
令
つ
つ

扇

K
ぱ

開
幽

u
m
専

門

U
伺
奪

回

uu句

-e

強
襲
魁
町

悔

健

婦

選

勧

そ
の
晶
砲
の

司

A
d
m
l
q
'

間 的 3・0-11円11.1

町支

.

.
 

倉

・

に

初ー

" 

に
と
る
よ
う
に
し
て
い
る
」
「
く
よ
く
よ

し
な
い
よ
ヲ
に
す
る
な
ど
心
円
持
ち
方

に
気
を
つ
け
て
い
る
」
が
多
い
。
ま
た

若
年
府
は
「
ス
ポ

l
y
へ
同
年
府
は
「
宜

事
」
「
睡
眠
」
に
住
草
し
て
い
る
者
が
多

L
V
 

図
的
よ
う
に
附
和
問
十
五
五
l

年
内
結
提
と
比
べ
る
と
、
「
何
も
し
て
い

な
い
し
が
苫
し
く
地
加
し
て
い
る
。
各

傾
向
他
印
刷
釧
持
法
的

っ
ち
ス
ポ
ン
だ

け
は
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
以

外
は
い
ず
れ
も
減
少
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
.
段
近
「
他
山
崎
づ
く
り
」

と
古
う
こ
と
を
よ
〈
聴
き
ま
す
が
皆

さ
ん
は
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
何
を

し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
?
健
康
づ
く

-
昭
和
五
十
八
年
第
一
回
保

回
試
験
の
実
施
巳
つ
い
て

O
世
利
則
間

十
二
月
一

8
1
十
二

月
十
五
日
ま
で
の
消
印
が
あ
る
も
の

ま
て
有
効

巾
し
込
先
は
、
柿
山
支
庁
制
制
球

楠
山
卵
白
長
町
下
同
出
町
三
三
ι

ハ
ムニ

干
O
四

三

屯

話

O
一
三
九
五

ニ

一

O
一
O

り
を
す
る
機
会
は
、
ち
ょ

っ
と
的
側
的

に
な
り
さ
え
す
れ
ば
、
い
く
ら
で
も
あ

り
ま
す
。
三
日
ぽ
う
ず
に
な
ら
な
い
よ

う
に
日
分
肉
体
的
状
態
に
怯
立
し
立
が

ら
円
分
的
肌
に
A
H
勺
た
も
の
を
、
長
く

つ
づ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

皆
さ
ん
も
、
他
球
づ
く
り
に
柿
極
的

に
書
加
し
ま
し
ょ
う
.

社
会
福
祉
協
議
会
だ
よ
り

団体名、又は制人才， 住 I~骨 者間内脊 者問先

"' 
t兵
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安
全
作
文
に
入
選

今
金
小
学
校
町
山
田
奈
緒
美
さ
ん
四

年
が
全
道
作
文
の
部
で
見
事
佳
作
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
伝
達
式
が
十
一
日
+
一
日
に
楠

山
教
汀
円
刷
新
聞
式
長
か
ら
筒
状
と
記
念

品
が
附
ら
れ
ま
し
た
.

組
名
は
、
「
砂
行
者
向
交
通
安
全
」
と

組
し
て
応
募
、
文
章
桝
成
、
表
現
が
す

ぐ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
選
ば
れ
‘
金
巡

応
募
在
数
七
十
一
斑
中
か
ら
選
ば
れ
た

も
の
で
す
@

文
部
省
、
全
国
安
全
会
議
、
日
本
学

校
健
康
会
が
七
月
一
日
を
「
国
民
安
全

向
日
」
と
定
的
、
健
康
か
っ
安
全
で
幸

稲
な
生
活
を
目
指
し
、
人
間
一
生
町
願

い
で
あ
り
、
学
校
教
育
何
重
要
な
目
標

的
一
つ
で
あ
り
ま
す
。
児
童
生
徒
的
事

故
災
害
が
依
然
と
し
て
相
当
数
が
発
生
、

生
命
的
昨
語
、
人
間
尊
重
町
制
神
を
基

本
と
す
る
安
全
に
つ
い
て
、
社
会
、
学

校
に
お
い
て
も
強
制
的
必
袈
世
が
あ
る

こ
と
か
ら
・
災
地
さ
れ
て
い
る
も
の
で

す。

貧状の伝達を受ける山田奈緒美さん

精
神
的
豊
か
さ
求
め
て

第
十
三
回
総
合
文
化
祭

総
合
文
化
持
が
十
月
三
十
日
三
十
一
品
百
三
卜
山
町
宰
加
が
あ
る
な
ど
文
化

日
町
二
日
間
に
わ
た
り
展
示
部
門
が
開
財
で
は
、
軸
も
の
等
七
十
六
円
珍
し
い

保
さ
れ
ま
し

た

。

も

の

が

脱

示

、

教

職

只

‘

全

以

以

外

の

絵
図
一
一
十
五
山
、
写
点
三
十
代
俳
一
般
参
加
作
品
が
あ
る
な
ど
文
化
軒
町

旬
十
七
山
和
紙
人
眠
、
さ
や
か
人
形
定
治
化
と
叫
刊
の
表
れ
だ
と
思
わ
れ
ま

四
十
五
点
、
緋
の
全
に
よ
る
簡
単
に
で
す
。

き
る
儲
校
入
れ
の
作
り
方
や
参
観
占
に
教
お
茶
会
も
容
の
回
れ
間
が
な
く
、
政

え
た
リ
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
た
り
、
な
か
終
日
と
あ
っ
て
全
場
閉
鎖
時
間
的
証

な
か
の
人
気
で
あ
っ
た
よ
ヲ
で
す
.

い
は
を
し
た
ほ
ど
で
し
た
.

情
迫
』
ハ

l
五

山

フ

ラ

ワ

ー

七

山

、

料

時

パ

ザ

l
に
つ
い
て
も

K
変
M
m

件
道
行
六
山
‘
光
向
型
凶
生
に
よ
る
作
で
、
品
別
札
と
主
る
状
態
で
し
た
。

美
利
河
小
学
校
落
成
式

開
校
八
十
周
年
記
念

ダ
ム
関
連
に
よ
り
格
転
と
な
っ
た
学

校
が
今
国
務
成
開
校
八
十
周
年
を
併

せ
て
、
記
念
式
典
が
十
一
月
七
日
に
新

築
校
合
に
お
い
て
間
似
さ
れ
ま
し
た
・

ダ
ム
佳
設
に
伴
い
町
外
に
転
出
し
た

人
述
や
同
窓
生
川
代
表
品
を
招
待

白
ニ
ト
人
が
山
席
、
仙
さ
れ
ま
し
た
.

校
併
の
概
嬰

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
千
以
挫

i

教
室
、

一一
凶
由
主
、

一
軸

μ
一
宍
体

打
航
耳
、
延
五
九
六
阿
川
町
川
凪
悦

で
あ
り
ま
す
。床

下
屯
気
眼
房
カ

l
ベ

ソ
ト
敷
と
粋
主
学
校
が
完
成
し
‘
生

徒
達
が
お
お
よ
ろ
こ
び
、
式
場
で
一

人
づ
っ
お
札
を
述
べ
て
お
り
ま
し
た
。

教
室
は
、

天
岐
に
い
血
布
さ
れ
る
術
的
部
門
で
は
、

作
品
づ
く
り
に
ご
刊
引
き
札
た
よ
う
て

す
.卜

川
三
卜

一
H
に
は
、
将
棋
、
間
比
廿

が
尖
地
、
将
棋
舶
は
小
中

7
生
に
ま
で

泣
近
年
々
人
数
が
刷
え
て
き
て
お
り

ま
す
。
十

一
一月
三
日
は
、
文
化
部
門
の

百
人
一
計
や
芸
能
部
門
的
発
表
が
あ
り
、

持

咋

、

学

コ

ル

7

ミ

民

話

持
場
太
鼓
と
慌
り
だ
く
さ
ん
.

M
A
刊
川
部
門
で
は
今
凶
初
の
こ
こ
ろ
み

と
し
て
、
三
味
拙
や
尺
凡
の
出
#
が
な

さ
れ
ま
し
た
.
お
町
お
の
が
特
訓
や
研

修

を

亙

ね

や

っ
と
皆
械
に
披
践
す
る

巡
び
と
な
っ
た
よ
う
で
す
.

ど
同
文
化
都
部
門
別
行
事
を
み
て
も

い
ず
れ
も
全
場
せ
ま
し
の
に
ぎ
わ
い
よ

11 宅言
療昭 I司
分和定置
か五~

持霊
z z費

昭
和
五
十
七
年
九
月
よ
り
三
万
九
千

円
か
ら
四
万
五
千
円
に
改
定
さ
れ
、
五

十
八
年
一
月
か
ら
五
万
一
千
円
に
な
り

ま
す
.
ニ
札
は
一
入
、

一
ヵ
月
、
一
つ

の
病
院

・
診
療
耐

(医
院
)
に
つ
い
て

四
万
五
千
千
円
)
以
上

一
部
負
担
金
を

支
払
っ
た
場
骨
に
は
そ
の
金
制
を
超
え

た
分
を
国
民
随
牒
保
険
で
あ
と
か
ら
払

い
も
ど
し
を
す
る
も
の
で
す
。

た
だ
し
、
低
所
得
者
(
住
民
税
非
諜

• 
り
と
資
質
向
向
上
、

ん
で
お
リ
ま
し
た
。

ア
イ
デ
ィ
ア
に
と

枕
世
叩
)
と
七

五
識
以
上
向
訟

は
現
行
町
三
万

用
さ
札
ま
す
。

十
雌
以
上
お
よ
び
六
十

た
き
り
老
人
に
つ
い
て

九
千
円
が
そ
の
ま
ま
適

。
自
己
負
担
額
の
計
算
基
準

-
暦

月

ご

と

に

計

算

・

病

院

診
療
所
(
医
院
)
こ
と
に
計
算

科
は
別

・
入
院
と
通
院
は
別

-
総
合
病
院
は
科
目
別

・
差
額
ベ

y
ト
や
付
添
い
祈
設
料
は
だ
め

詳
し
い
こ

保
険
係
ま
で

と
は
、
前
祉
課
国
民
他

命
は
一
つ

踏
切
の

一
時
停
止

受
通
事
故
に

気
を
つ
け
て

( 8 ) 
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ill1 

士

F
U

直
「
ト
川
口
町
広
報
後
段
に
役
場
に
さ
き

た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
ご
述
給
く
だ
さ
い

の
記
ド
を
作
比
し
て
日
則

的
む
を
辛
抱

に
申
し
上
げ
ま
す
の
で
か
け
他
な
し
に

芯
ド
に
す
る
よ
う
何
専
か
の
五
法
で
娃

非
実
地
法
を
波
川
い
た
し
ま
す
.

阿
保
耐
院
内
受
付
窓
H
事
務
を
明
る

く
す
る
た
め
に
芯
掛
串
を
先
行
し
て
は

し
い
.

こ
れ
は
高
山
州

H
医
で
も
、
函

館
の
病
院
で
も
気
の
き
い
た
と
こ
ろ
で

は
先
制
し
て
い
る
の
で
も
」
ざ
い
ま
す
。

こ

れ

は

病

人

に

主

っ
て
師
日
時
間

を
つ
ぶ
し
て
乃
叫
に
出
か
け
る
人
で
主

け
れ
ば
山
私
的
訴
え
の
雌
行
は
わ
か

っ
て

も
ら
え
な
い
か
む
知
札
ま
せ
ん
が
、
仙
肌
川

辿
円
以
を
も

っ
て
い
る
普
辿
町
お
な
い
り

ぱ
解

っ
て
も
ら
え
る
の
で
は
む
い
か
と

思
い
ま
す
。

冶
掃
を
ス
ム
ー
ス
に
』
つ
明
朗
に
受

付
け
し
て
も
句

っ
て
公
持
よ
〈
診
療
を

し
て
も
ら
え
る
ニ
と
に
主
リ
、
A

，A引
の

川
合
で
も
聞
け
た
郎
会
川
様
、
公
判
よ

い
診
療
を
し
て
も
句
え
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

巡
く
行
っ
て
門
下
〈
受
付
し
て
い
る
古

畳
刊
を
待

っ
て
い
な
が
ら
プ
ツ
ブ

y
は

読者からの投稿

M
U
の
よ
う
.
不
明
朗
な
い
や
な
公
山
刊

を
持

っ
て

い

る

の

は

今

金

町
民
以
外

的
他
部
品
か
ら
の
病
人
も
い
や
な
気
持

で
今
金
町
の
担
能
と
託
児
の
せ
ま
さ
に

あ
き
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

診
療
駐
の
こ
と
は
以
前
か
ら
私
が
従

J
し
て
克
施
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
す

が
川
だ
か
ん
だ
と
文
句
を
た
ら
し
て

一

向
に
実
現
し
よ
ヲ
と
し
な
い
の
で
す
.

係
が
M
に
一
川
う
こ
と
は
、
日
分
述
も

そ
れ
を
や
ろ
う
と
し
た
が
っ
ま
く
い
か

む
い
の
で
リ
め
た
ん
だ
と
、
だ
か
句
ゃ

れ
な
い
と
こ
ヲ
バ
う
こ
と
で
弘
も

一
昨

あ
き
ら
め
ま
し
た
が
や
れ
る
と
思
う
し

ま
こ
と
に
良
い
こ
と
な
の
で
あ
え
て
拠

「
け
す
る
.

外
に
あ
る
本
町
昨
日
は
識
れ
か
の
舟

聞
で
し
ょ
一
ヲ
。
助
か
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
山
し
て

F
さ
い
a

皆
立
が
よ
ろ
こ

び
£
ー
す
よ
じ

以
l
州
文
ど
う
り

uの
山

町

坑

良

木

立

百

回

答診
療
整
理
券
的
発
行
に
つ
い
て
は

以
川
実
施
し
て
お
り
ま
し
た
が
や
む

な
く
中
止
そ
の
則
山
は
、

わが家の戸イドル
1(，川糸町lベん的1，， /)，:(MW) 

と;.， h t} '"ん 56.121l'I=Jl1ヵJJI
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);; 1:1:さん円 「を{iIりてf，いJpきカ

てーさるよヲになりま Lた.

舶はあ つらいfnたりニ つ らに山

たり、ぺa勺 1%りl巾jJi IニfUてし、ると

『
訓
練
』
災
害
発
生

今
金
電
報
電
話
局
防
災
訓
練

』
帥
が
定
地
さ
れ
ま
し
た

折
り
土
〈
‘

γλ

幌
L
不
附
て
肌
京
い

一
日
で
し
た
か
明
日
は
懸
命
に
か
ん
は

っ
て
お
り
ま
し
た

u
Z
4
内
科
は
U
A
叫
が
回
附
、

4

r山
れ
も
山
山
川
不
能
ま
す
は
、
火
山
明
り

か
ら
始
ま
り
、
機
械
凶
引
が
で
き
な
い
と

こ
ろ
は
千
出
り
を
し
、
?
山
川
杭
止
て
の

門
止
、
辿

μ
の
』
仙
酬
が
実
地
さ
れ
ま
し

た
。

表
石
を
寄
贈

何
川
町
川
下
川
肝
一一一
郎
さ
ん
が
州
V
M

M
と
止
の

m
F同
に
、
御
影
利
で
で
き

た
、
山
さ
一

一じ
叫
二

J
の
も
の
を
昨
附

さ
れ
ま
し
た

こ
れ
は
、
引
制
さ
ん
が
民
サ
吾
川

を
し
て

い
る
ニ
と
か
ら
川
か
人
の
た

@
朝
刊
附
刊
を
川
立
し
て
わ
ね
く
と
山
H

に
入
れ
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暗
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る
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分
M
L
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間
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て
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ま
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時
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と
る
と
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械
券
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取
り
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叫
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付
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叩
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叩
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取
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叫
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受
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ま
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お
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ま
す
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伐
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お
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。
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仰
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っ
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年
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受
給

す
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し
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け
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れ
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九
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。
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収
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付
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控
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さ
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叫
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